









Coordinator of Intemational Relations) Jと一緒に働く地方自治体職員 (CIR担当者)のCIR
との関係及びコミュニケーションとその調整の認知に関わる研究において、問題を明確化
するために行った探索的調査について報告するものである。 JETプログラムとは、正式名
称「語学指導などを行う外国青年招致事業J(The Japan Exchange and Teaching Programme) 
の略称で、総務省、外務省、文部科学省及び財団法人自治体国際化協会(CLAIR:Council of 





学指導にあたる「外国語指導助手 (ALT: Assistant Language Teacher) Jがある。 1994年か













招致事業 (BETS:British English Teachers Scheme) Jである (JETプログラム基本問題検討会.2002)。


























































2002年度のJETプログラム参加者は、 CIR564名、 ALT5.661名、 SEA29名の合計6254名で
ある。 CIRの招致国は毎年若干異なるが、 2002年度は3ヶ国からの参加があった(財団法


















































































































































名称 主催 対象者 実施時期
平成13年度中間研修 CLAIR 全国ALT，CIR， SEA及び 2001年1月
その契約団体担当者





名称 主催 対象者 実施時期
平成13年度厄Tプロ A県 A県ALT，CIR， SEA及び 2001年8月
グラムオリエンテー その契約団体担当者
ンヨン
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